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ABSTRACT 
General pharmacological e吉田tsof mometasone furoate (MF) were studied and compared 
with betamethasone 17-valerate (BV， standard steroid). 
From the resuIts that MF and BV did not produce the abnormal behavior， anticonvulsive 
e旺ectand muscle relaxation， and MF did not exert any infiuences on the spontaneous motor 
activity， normal body temperature and spontaneous EEG， MF and BV are considered to be 
free from the effects on the central nervous system. 
Moreover， since MF gave no infiuences on the charcoal meal transport， secretion of gastric 
iuice， blood coagulation and biIiary secretion， itappears that MF has Iittle or no general 
pharmacological actions. 












7 ウスは Slc-ICR 系雄性(静動協)の 5~1O週
齢と雌性の 4~5週齢を使用した.ラットは SIc-
Mometasone furoateの一般薬理作用











図1. Mometasone furoate (MF)の化学構造
2. 使用薬物
















tal， Abott Lab.)， thiopental Na (Ravonal，田辺
製薬)， phenylquinone (Sigma)， pentetrazol (東
京化成工業)，脱毛クリーム(コーワジエリー，興和)， 
estradiol valerate， progesterone (持国製薬)， 
アラピアゴム(半井化学)， polysorbate 80 (和光純
















川崎の方法 (1957) IC準じて 1群 11~22 匹 αt照
群は22思)の雄性マウスを7群(合計112匹〕用い，












































1 群 3~5 匹の成熟雌雄ウサギを無麻酔のまま京
大脳研lti脳定位固定装置に固定し，直径O.25mm
の絶縁ステンレス線を2本より合わせた双極電極

















(Acb) ， BaCI2， serotoninまたは histamineによ
る腸管収絡に及ぼす影響を調べた.
2) 摘出子宮IC及ぼす影響
1 群 4 匹の成熟非妊娠ラットあるいは妊娠 8~14
日目の副長性ラットから子宮を摘出し， Locke-Ringer 
















を pentobarbitalNa 25 mgjkg筋肉内注射による
麻酔下IC開腹し，子宮収縮曲線記録用電極として防水
型 straingage (新興通信工業製， Type B-F AE-



















































































































4 から 5 週齢の雄性マウスを 1 群1O ~14 匹とし，





い， 1日1回， 3日間皮下注射した.最終投与24時 し，重量を測定した.
表1. マウスの一般症状IC及ぼすMF及び BVの影響(各群10匹)
S c 0 r e 
CNS activity & control ME (mgjkg，s. c.) BV 
acute toxicity screen (55百acacia) 100 200 500 1000 200 ω。
alertness 4 4 4 4 4 4 4 
Awareness visual placing 4 4 4 4 4 4 4 
passivity 。 。。。。。。




irritability (aggression) 。 。。。。。。
reactivity (environment) 4 4 4 4 4 4 4 
Motor Activity touch response 4 4 4 4 4 4 4 
pain response 4 4 4 4 4 4 4 
straub tail 。 。。。。。。
CNS Excitation tremors 。 。。。。。。
twitches 。 。。。。。。
body posture 4 4 4 4 4 4 4 
Posture 
limb position 4 4 4 4 4 4 4 
Motor Incoord righting reflex 。 。。。。。。
/ 
limb tone 4 4 4 4 4 4 4 
grip strength 4 4 4 4 4 4 4 
Muscle Tone body sag 。 。。。。。。
body tone 4 4 4 4 4 4 4 
abdominal tone 4 4 4 4 4 4 4 
Reflex 
plnna 4 4 4 4 4 4 4 
corneal 4 4 4 4 4 4 4 
pupil size 4 4 4 4 4 4 4 
Autonomic palpebral opening 4 4 4 4 4 4 4 
salivation 。 。。。。。。
Dead 
No. of acute 。 。。。。。。
No. of delayed (7th day) 。 。2 。。 1 。
Irwinの方法 (1964)より抜粋.






















った.対照薬の BVについても， 200， 500 mg/kgの
皮下注射では全く異常を認めなかった.しかし， 7日
関連続投与群で， MF 200 mg!kg， BV 200mg/kg投
与でそれぞれ2，および1匹の死亡例が認められた.
2) 自発運動量IC及ぼす影響




表211:示すように， MF 1日， 200， 500および10日
mg!kgの皮下注射では7ウスlζ全く影響が認められ
なかった.対照薬の BV200， 1000 mg/kgでも，陸
眠時局の有意の延長は認められなかった.
4) 懸垂試験IC及ぼす影響






MF 100， 200， 500および 1000mg!kgの各量をマ
ウス1:皮下注射， 1時間後l己phenylquinone投与に
よる stretching法lζより鎮痛作用を認ベた.表41ζ
c。絢 rR 0 L 
A 
M f IOOIl，t s.c. 
B 
. 















図 2. マウスの自発運動量lζ及ぼす MFの影響
A:対照 (5%acacia皮下注射)， 
B : MF 100 mg/kg皮下注射，
C : MF 200 mg/kg皮下注射，
D : MF 500mg/kg皮下注射，
E : MF 1000 mg/kg皮下注射.











マウスlζ対する MF100， 200， 500， 1000 mg!kg 
334 徳吉公司ほか7名
表 2. マウスの thiopentalsodium 睡眠作用lζ および BV200.500 mg!kgの各群の皮下注射による
及ぼす MFおよび対照薬 BVの影響 前処置の影響を調べたが，結果は表61C示すようIC.






対照 (55百acacia) 22 144.4土 6.2 同様に7 ウス lζ対する MF1∞.鉛O.500. 1∞o 
100 21 136.2土 8.9 mg!kgおよび BV200. 500 mg!kgの各群の皮下注




1000 12 131.8土15.6 かっfこ.
200 11 136.6土16.1 8) 自発脳皮IC及ぼす影響
BV 
MFおよび BVの100.200. 500 mg!kgの各用量1∞o 12 144.3土12.1
を. 3~5 匹のウサギIC皮下注射し，自発脳波IC及ぼ 》
(有意差なし) す影響を調べた.
表 3. 7 ウスの懸垂試験IC及ぼす MFおよび BVの影響
用量 落 下 例
薬物
(mgβcg) 例数 0.5 1 1.5 2 3 4 5 6時間









表 4. phenylquinone法による 7 ウスの鎮痛作用





対照 (5%acacia) 11 91 19.4土5.3
100 10 ω 17.7土2.2
200 10 80 19.9土4.0
MF 
500 10 90 12.1土3.4
1000 10 40 4.5土2.3*
200 10 60 10.6土4.0
BV 
500 10 50 10.0土4.6
. :対照群との間IC有意差が認められる (P<0.05)
st : stretching姿勢
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表 5. ウサギの直腸ifi¥IC及iますMFおよび BVの影響
直腸 i温 ('C，平均)
薬物 用 最 例数 投与前 投 与 後
(mg/kg) 1 2 3 4 5 6 24時間
100 3 39.3 38.7 38.7 38.6 38.8 38.6 39.1 39.2 
MF 200 3 39.3 38.9 38.7 39.0 38.7 38.7 38.8 39.2 
500 3 39.4 39.0 38.9 38.8 38.9 39.0 39.1 39.2 
100 3 39.4 39.2 38.8 38.6 38.8 38.9 39.0 39.3 
BV 2印日 3 39.5 39.2 38.8 39.0 38.9 39.2 39.2 39.3 
500 3 39.1 38.5 38.3 38.2 38.4 38.4 38.6 39.1 
(有意差なし)
表 6. 7ウユの最大電撃けいれんに及ぼす MFおよび BVの影響
用量 けいれん発現例
薬物 例数 死亡例
(mg/kg) TF TE CL 言t(%) 
対照 (5%acacia) m m 20 16 20 (10日) 4 
100 10 10 10 9 10 (1ω) 1 
200 10 10 10 8 10 (100) 2 
MF 
500 10 10 10 10 10 (1∞) 。
1000 10 10 10 8 10 (100) 2 
200 10 10 10 2 10 (100) 8 
BV 
500 10 10 10 4 10 (100) 6 
TF : tonic flexor強直性屈曲けいれん
TE : tonic extensor強直性伸展けいれん
CL clonic convulsion間代性けいれん
表 7. マウスの pentetrazolけいれんに及ぼす MFおよび BVの影響
用量 けいれん発現例
薬物 例数 死亡例
(mg/kg) MF CL TF TE 計(%)
対照 (5%adacia) m 20 14 m 19 20 (100) 19 
1∞ 10 10 4 6 6 10 (100) 6 
200 10 10 6 7 7 10 (100) 7 
MF 
500 10 10 2 6 6 10 (1∞) 6 
1∞o 10 10 3 7 7 10 (100) 7 
200 10 10 4 8 8 10 (100) 8 
BV 
500 10 10 4 5 5 10 (100) 5 




























B : MF 500mgjkg皮下注射30分後，



























B : B V 200mgjkg皮下注射30分後，
C : 60分後 D: 120分後.



















A : MF 10-6 gjmI添加，
B : MF 2X10→gjml添加，
C : MF 10-5 gjmI添加，
D : MF 2X10-5 gjml添加，
E : MF 5XlQ-5 gjml添加.
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図 6. ウサギ摘出腸管自発運動IC及ぼすBVの影響
A : B V 10-6 g!ml 添加，
B:BV2XlO四6gjml添加，
C : B V 10-5 g!ml添加，
D : B V 2XlO-5 gjml添加，
E : B V 5XlO-5 gjml添加.
- • Ach 10-・ • Ach 10-8 
M f 5)(10-8 
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図 7. acetylcholine (Ach)のウサギ摘出腸管収
絡作用IC及ぼすMFおよびBVの影響
A:対照 (Ach10-6 gjml添加)， 
B : MF 5XlO-6 gjml添加，




























A:対照 (Ba10-4 g!ml添加)， 
B : MF 5X10-6 g!mI添加，
C:対照 (Ba10-6 gjml添加)， 
















図 9. serotonin (5-HT)のウサギ摘出湯管収縮
作用に及ぼすMFおよびBVの影響
A : 5-HT 10-7 g/mI添加，
B:対照(溶媒および5-HT10-7 g/mI 
添加)， 
C : MF 2XlO-6 g/mI添加)， 
D : 5-HT 10-7 g/mI添加)， 
E:対照(溶媒および5-HT10-7 g/mI 
添加)， 










ラットの摘出子宮の自動運動rc対し， MF 10-6， 
3 X 10-6および 1O-5g/mIでは影響がみられなかっ
たが， 3 X10-5と5xlO-5g/mIでは，振縞の抑制








B V 2"'10 .. 
図 10. histamine (His)のウサギ摘出腸管収縮作
用IC及ぼすMFおよびBVの影響
A:対照 (His10-6 g/mI添加)， 
B : MF 2XlO-6g/mI i添加，
C:対照 (His10-6 g/mI添加)，








B : MF 5XlO-5 g/mI 添加，
C : B V 5XlO-5 g/mI添加.
妊娠子宮(妊娠14日目)
D:対照(溶媒添加)，
E : MF 5XlO-5 g/ml添加，
F : B V 5XJQ-5 g/ml添加.
運動は強い収縮が発現したが，乙の収縮.IC対して，
MFおよび BVの10叶， 3 XJQ-6および JQ-5g/ml
のそれぞれの濃度では影響はみられなかった.しかし
MFおよび BVの3X10-5， 5 X10-5g/mlで抑制
<， 










B : MF 5X10寸 g/ml添加，




大収績がみられたが， MFおよび BVの10-6，3 X 
10-6， 1O-5g/mlのそれぞれの濃度において影響はみ






よび3X10-6 g/mlの濃度は影響がみられず， 10日 S，
3XlO-5そして5XlO-5 g/mlではやや抑制が認めら
れた.また BVの10-6g/mlでは1例抑制傾向を認
めたが他は影響がなく， 3 XlO-6および 10-5g/ml 
の薬物濃度では抑制が認められた(s]11 D， E， F). 
A 
c側側
• d-HT )0'" -B S四肝栂4
F' 10'" 
E D 
• も 5司HT悶4・N，¥ • ・5-HT回喝DV 10'" 
|司 13. serotonin (5-HT)のラット摘出非妊娠子
官収縮作用l己及ぼすMFおよびBVの影響
A : 5-HT 10-6 g/ml添加，
B:対照(溶媒および5-HT10-6 g/ml添
力Q)， 
C : MF 10-5 g/ml添加，





































M F 10-' 
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• ・ o10-4U/ml B V 10-' 
図 14. oxytocin (0)のラット摘出妊娠14日目子
宮収縮作用1<:及ぼすMFおよびBVの影響
A : oxytocin 10-4 U/ml添加，
B:対照(溶媒および oxytocin10-4 U/ml 
添加)， 
C : MF 10-5 g/ml添加，












1000 6 70.0士 5.5





oxytocin 10-4 U /mlによるラット妊娠子宮の収絡
に対して， MFおよび BVの10-6，3 X 10-6 g/ml 
の濃度では影響はみられなかった.しかし MFおよ
び BVの10寸， 3 XlO-5， 5 XlO-5 g/mlの濃度で
抑制の傾向がみられた(図14).さらに MF5 XlO-5 
g/mlならびに BV3 X10寸 g/mlで各1例， oxy~ 
tocin による収縮を増強した.
3) 腸管翰送能IC及ぼす影響
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被験薬2種の 10-5，10-4， 2 X 10-4 g/mlの濃度は
全く影響を示さなかった(図18)
8p 
















A:対照(溶媒静脈注射)， B: MF 10mg/kg静脈注射， C: BV 10mg/kg静脈注射.














BV 0.25 3 
角膜反射
投与前 510152025 30分




(%) 5 10 15 20 25 30分
(55百acacia) 3 5.6土5.6 。 5.6土5.60 5.6土5.6 。 。
対照 (0.9% NaCl) 3 5.6005.6 。
0.25 3 33.3 33.3土9.6
MF 
0.5 3 33.3 27.8土5.6










B : MF 1O-4g/ml添加，
C: BV 1O-4g/ml添加.
。 。 。 。
38.9士5.6 16.7 22.2土14.7 16.7土9.6
38.9土5.6 38.9土11 33.3土19.2 22.2土5.6
38.9士5.6 33.3士9.6 33.3土19.2 22.2土5.6
5. 主要減器lζ及ぼす影響
1) 胃液分泌IC及ぼす影響
ラットIC対する MF100， 200および500mg/kg， 
ならびに BV200， 500 mg!kg皮下注射による影響を
調べたが，結果は表11!C示すように，胃液量，胃酸
分泌量は対照IC比べてわずかに低下，またペプシン活










ラットIC対する MF200および 500mg!kg， BV 
200 mg!kg皮下注射の影響を謁ベた.
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表 11. ラットの胃液分泌lζ及ぼす MFおよび BVの影響(各群3匹〕
用量 胃液景 胃酸分泌量 ペプシン活性
薬物
(mg!kg) (ml/1匹) (μEq/h) (mg， try!min) 
対照 (55百acacia) 3.0士0.9 85.7士18.0 13.8土1.7
100 1.7土0.7 68.3土10.5 15.6土4.2
MF 200 2.7土0.7 67.7土 5.9 14.7土2.1
500 2.3土0.1 67.0土 7.8 10.7士4.2
200 2.4土0.7 55.3土 0.6 12.8土2.7
BV 
500 1.5土0.3 54.7士19.7 6.3土1.4
(有意虐なし)
表 12. ラットの阻汁分泌に及ぼす MFおよび BVの影響(各群3匹)
用量 胆汁分泌量 (ml/100g体重，平均士S.E.) 乾燥重量 (mg!ml)
薬物
(mg!kg) 投与前 計 (平均土S.E.)1 2 3 4 
対照 (59百acacia) 0.37 0.30 0.26 0.26 0.25 1.45 25.4土1.78土0.06 土0.04 土0.04 ，0.03 。 土0.15
30 0.36 0.30 0.28 0.24 0.23 1.39 25 .8，，1.03 土0.03 土0.01 士0.02 土0.03 土0.02 土0.09
乱1F
100 0.40 0.33 0.23 0.21 0.22 1.40 25.9土2.40，0.03 土0.02 土0.02 土0.03 士0.03 土0.08
30 0.45 0.43 0.33 0.33 0.28 1.82 25.6土1.31士0.03 土0.01 士0.03 。 ，0.01 土0.07
BV 
100 0.38 0.36 0.26 0.22 0.24 1.46 25.8土1.50土0.03 士0.02 土0.01 土0.03 士0.01 士0.04
(有意差なし)
表 13. ラットの尿最，尿中電解質!L及iます MFおよび BVの影響(各群3匹)
用量 尿量 電解質 (mEq/l/5h，平均土S.E.) 尿浸透圧(mOsm!l)
薬物











62.7土20.95 31.8土 3.42 74.3土18.22 391.3土82.45
33.3土 2.33 38.7土 5.49 54.0土 8.08 344.3土61.34
57.0土16.09 46.3*土2.34 73.7士11.98 419.0土 2.00













表 14. ラットの腎機能に及iます MFおよび BVの影響
用 量 尿 量 クレアチニン量
薬物 例数
(mg/kg) (ml，平均士S.E.) (mg/日，平均"=S.E.)
対照 (55百acacia) 4 15.1土0.7 4.6土0.46
200 4 22.0士1.5* 5.1"=1.02 
MF 
500 4 21.6土1.6* 4.3土0.15
BV 200 4 14.0士0.9 4.0士0.14
*: '対照群との聞に有意差が認められる (p<0.05)










































BV 200 10 18.57土3.45*
キ:対照群(副腎摘出)との閲1:有意差が認められる
(p<0.05) 








対照 (5%acacia) 3 14.27士0.087
200 3 14.23士0.353
MF 500 3 13.97土0.240
1∞o 3 14.00士0.361
BV 200 3 13.83土O.ω0*
第:対照群との閲1:有意差が認められる (p<0.05)
る対照群と差はなかった.一方， testosterone投与
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表 18. ラットの男性ホルモン作用及び蛋白同化ホルモン作用IC対する MFおよび BVの影響
用量 臓器重量 (mgj100g体重，平均土S.E.) 体重 (g.平均土S.E.)
薬物 例数
(mgjkg) 前立腺 精 嚢 紅門挙筋 1日目 7日目
(5% acacia) 3 46.53士4.06 30.14士3.38 'Z1.94土3.03 56.7土3.33 76.7土3.33
対照
(去勢，河) 3 29.42土2.8日 20.42土1.60 16.75土3.91 56.7土3.33 71.7土1.67
200 3 48.82士8.77 'Z1.22土4.14 32.21士2.80 51.7土4.41 51.7土1.67
MF 
500 3 29.33土4.76 23.96土1.76 29.02H.05 56.7土3.33 55.0土2.89
BV 200 3 31.03土4.90 14.22土1.93 17.51:13.99 51.7土1.67 83.3士3.33
teststerone 1 
3 251.3土64.8 290.1土 5.8 38.37土6.62 56.7士1.67 91.7士1.6+ 5 % acacia 
200 3 180.4:1 4.2 297.0土 7.2 58.60土5.07* 55.0土2.89 61.7土3.3**
+MF 
500 3 162.4士14.3 321.6士11.4* 53.60土3.49 53.3士3.33 58.3士3.3**
+BV 200 3 84.56土15.7 234.4土21.9 44.40土0.86 51.7土1.67 85.0土5.0
*，料:teststerone投与群との聞に有意差が認められる (*p<0.1.料p<0.05)
表 19. マウスの卵胞ホノレモン作用IC及ぼす MFおよび BVの影響
用 量 sesame oil群 estradiol群
薬物
(mgjkg) 例数 子宮重量 例数 子宮震量
対照 (5%acacia) 11 33.5士2.2 13 61.5土4.1
200 11 30.5土1.7 14 41.9土2.7*ネ
MF 
500 10 23.0士2.8キ* 11 40.1土2.7ホ*
BV 200 12 25.8土1.8* 13 47.0土4.5キ
*，仲:対照群との間IC有意差が認められる (*P<0.05.料p<0.01) 
なお子宮重量は mgj10g体重で表した.






子宮重量 McPhail score 
(平均.gjkg) 
子宮E重量 McPhail score 
(mgjkg) (平均.gjkg) 













2.91 BV 10 2.45 3.0 
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